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編
集
後
記

▼
当
職
に
就
任
以
来
五
年
七
ヶ
月
、
こ
の
研
究
紀
要
『
現
代
宗
教

研
究
』（
略
称
『
所
報
』）
の
頁
数
は
増
加
す
る
一
方
で
、
今
号
は

つ
い
に
八
〇
〇
頁
を
超
え
ま
し
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
を
提
供

し
た
い
と
思
っ
て
の
こ
と
で
す
が
、
次
号
か
ら
は
、
ミ
ニ
講
演
、

研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
、
調
査
報
告
、
教
化
学
研
究
発
表

大
会
な
ど
を
現
宗
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

）

で
掲
載
し
て
み
て
は
、
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
▼
教
団
論
研
究
セ

ミ
ナ
ー
公
開
講
座
は
、
駿
河
台
大
学
教
授
門
馬
幸
夫
氏
と
明
治
大

学
名
誉
教
授
圭
室
文
雄
氏
の
講
演
で
し
た
。
門
馬
氏
は
同
和
問
題

に
長
く
関
わ
り
、
同
氏
著
『
差
別
と
穢
れ
の
宗
教
研
究
』（
一
九

九
七
年
、
岩
田
書
院
）
に
、
法
華
経
に
は
差
別
表
現
が
あ
る
、
と

言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
圭
室
氏
は
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
会
長

で
、
詳
細
な
資
料
分
析
を
も
と
に
研
究
発
表
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
教
化
学
研
究
集
会
は
、
現
場
教
師
か
ら
の
要
請
に
応
え
て
、
庵

谷
行
亨
師
が
鋭
意
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
▼
研
究
ノ
ー

ト
は
、
研
究
員
十
六
名
で
お
こ
な
っ
た
研
究
例
会
（
毎
月
）
発
表

を
収
録
し
ま
し
た
。
▼
ミ
ニ
講
演
は
、
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
開
催
時
に
、
一
時
間
の
講
演
と
三
十
分
間
の
質
疑
応
答
の
か

た
ち
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
▼
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

は
、
研
究
員
・
顧
問
・
嘱
託
が
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
、
年
度
ご
と
の
研
究
調
査
項
目
を
分
担
し
た
ま
と
め
で

す
。「
現
代
と
教
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
門
馬
幸
夫
氏
の
法
華

経
差
別
経
批
判
に
対
す
る
見
解
を
報
告
し
ま
し
た
。「
教
団
・
教

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
作
業
チ
ー

ム
七
名
で
共
同
報
告
し
ま
し
た
。「
現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
立
正
平
和
運
動
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。
新
年
度
の
四
月

か
ら
、
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寺
庭
婦
人
が
加
わ
り
ま
す
。
▼
調
査

報
告
は
、
昨
年
十
月
の
佐
渡
調
査
報
告
で
す
が
、
田
中
圭
一
氏
の

塚
原
配
所
研
究
を
も
と
に
、
日
蓮
正
宗
が
日
蓮
宗
妙
満
寺
隣
地
を

購
入
し
た
こ
と
が
今
年
二
月
に
分
か
り
ま
し
た
。
今
年
五
月
に
落

慶
式
を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
研
究
調
査
す

る
予
定
で
す
。
▼
教
化
学
研
究
発
表
大
会
は
、
十
名
の
発
表
と
山

口
依
乗
師
の
特
別
発
表
を
収
録
し
ま
し
た
。
山
口
依
乗
師
は
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
女
性
僧
侶
で
、
布
教
使
で
す
。
ま
た
、
数
少
な
い

女
性
教
誨
師
（
札
幌
刑
務
所
所
属
）
で
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
「
マ
ム
ズ
心
理
相
談
室
」
を
主
宰
さ

れ
て
い
ま
す
。
▼
中
央
教
化
研
究
会
議
で
の
時
代
小
説
家
山
本
一
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力
氏
の
平
成
十
四
年
直
木
賞
受
賞
作
品
『
あ
か
ね
空
』
を
も
と
に

し
た
講
演
を
、
収
録
し
ま
し
た
。『
あ
か
ね
空
』
は
、
浜
本
正
機

監
督
・
角
川
ヘ
ラ
ル
ド
映
画
配
給
作
品
と
し
て
、
今
年
三
月
三
十

一
日
か
ら
全
国
上
映
さ
れ
ま
す
。
家
族
や
世
間
が
肩
を
寄
せ
合
っ

て
生
き
る
江
戸
に
、
共
に
生
き
る
社
会
が
見
え
ま
す
。
そ
の
中
の

お
坊
さ
ん
の
役
ど
こ
ろ
か
ら
、
現
代
の
宗
門
が
社
会
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
を
見
出
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
度

の
中
央
教
研
は
、
四
十
回
目
に
な
り
ま
す
。
現
代
社
会
に
積
極
的

に
発
言
し
て
い
る
社
会
学
者
宮
台
真
司
首
都
大
学
東
京
准
教
授
の

講
演
を
予
定
し
、「
宗
教
者
と
社
会
の
関
わ
り
」
を
研
究
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
▼
昭
和
三
十
年
の
い
わ
ゆ
る
「
小
樽
問
答
」
で
危

機
感
を
も
っ
た
日
蓮
宗
が
同
年
七
月
に
発
行
し
た
『
創
価
学
会
批

判
』
の
復
刻
版
を
作
成
し
、
全
寺
院
に
配
布
し
ま
し
た
。
希
望
者

に
は
、
研
究
目
的
で
無
料
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
『
所
報
』
と

「
年
次
年
表
平
成
十
七
年
分
」
を
、
全
教
師
に
配
布
し
ま
し
た
。

「
年
次
年
表
」
は
、
い
ず
れ
ま
と
め
る
『
近
代
日
蓮
宗
年
表
』

（
昭
和
五
十
六
年
、
近
代
日
蓮
宗
年
表
編
集
委
員
会
・
日
蓮
宗
現

代
宗
教
研
究
所
編
）
の
続
編
作
成
資
料
と
な
り
ま
す
。
▼
「
宗

報
」
第
一
六
九
号
（
改
訂
創
刊
号
、
平
成
一
四
年
四
月
号
）
以

来
、
所
長
と
主
任
と
で
交
代
に
執
筆
を
担
当
し
て
い
る
「
現
宗
研

の
研
究
調
査
ノ
ー
ト
、
時
事
ノ
ー
ト
」
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

の
提
供
と
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。
▼
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

は
、
宗
務
内
局
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
日
蓮
宗
宗
憲
第
二
十
八

条

現
代
宗
教
研
究
所
長
は
、
宗
務
総
長
を
補
佐
し
、
宗
務
に
参

劃
す
る
。」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
究
所
自
体
は
、「
日

蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
規
程
」
で
運
用
さ
れ
ま
す
。
昭
和
三
十
九

年
の
発
足
以
来
、
教
学
の
現
代
化
（
教
化
学
）、
新
宗
教
対
策
、

立
正
平
和
運
動
を
当
研
究
所
の
基
本
的
三
本
柱
に
し
な
が
ら
、
そ

の
時
々
の
問
題
に
半
歩
一
歩
先
ん
じ
て
、
分
析
と
提
言
を
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
十
四
年
に
石
川
教
張
元
所
長
、
平
成
十
五
年
に
中

濃
教
篤
元
所
長
が
遷
化
さ
れ
、
当
研
究
所
育
て
の
親
、
生
み
の
親

を
相
次
い
で
失
っ
た
か
た
ち
に
な
り
ま
し
た
。
両
師
な
ら
何
と

お
っ
し
ゃ
る
か
と
問
い
つ
つ
、
志
を
継
ぎ
た
い
と
思
う
毎
日
で

す
。
今
年
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
行
進
曲
は
、

の

「
宙
船（
そ
ら
ふ
ね
）」
で
す
。
そ
の
歌
詞
は
、
あ
な
た
が
消
え
て

喜
ぶ
者
に
あ
な
た
の
櫂（
オ
ー
ル
）を
ま
か
せ
る
な
と
い
う
意
味
の

こ
と
を
語
っ
て
い
ま
す
。
志
を
継
ぐ
人
か
ら
継
ぐ
人
へ
、
と
願
っ

て
い
ま
す
。（
平
成
一
九
年
三
月
三
一
日
、
主
任
伊
藤
立
教
記
）


